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会 議 録 

             

審議会等名   平成 30年度 第１回三条市学校給食運営委員会      

公 開 の別   全部公開           

開 催 日 時   平成 30年６月７日（木） 午後２時～午後２時 30分       

開 催 場 所   三条市役所 栄庁舎３階 大会議室 傍聴者の有無 有   

出 席 者   委員 10人       

    
小林委員（裏館小学校長） 

 

高橋委員（栄北小学校長） 

 

長谷川委員（大島小学校

長） 
  

    髙橋委員（裏館小 PTA） 大桃委員（月岡小 PTA） 亀山委員（保内小 PTA）   

   菊地委員（大面小 PTA） 木村委員（飯田小 PTA） 佐藤委員（第三中ＰＴＡ）  

    捧委員（三条市監査委員）     

   

 

事務局 18人 

長谷川教育長 

 

 

栗山教育部長 

 

 

遠藤教育総務課長 

  

    
髙橋小中一貫教育推進 

課長 
澁谷大崎学園校長 高野共同調理場長   

    澤口一般任用技師 田崎栄養教諭（嵐南共同） 三浦栄養教諭（一ノ木戸小）   

    
長谷川栄養主査（裏館共 

同） 
池田栄養教諭（裏館共同） 大森栄養士（栄共同）   

  関谷栄養教諭（下田共同） 平原栄養教諭（大崎学園） 山本栄養教諭（嵐南小）  

  外山職員（教育総務課） 丸山職員（教育総務課） 古澤職員（教育総務課）  

         

議 題 等 
   

  

議 題 (1) 平成 29年度学校給食調理場給食費会計収入支出決算の認定について 

 (2) その他 

【開 会 前】 

 

【開 式】 

小 林 会 長 

 

 

 

 

 

 

捧 委 員 

 

 

 

 

小 林 会 長 

 

 

 

（三条市教育委員会長谷川教育長挨拶） 

（運営委員及び事務局職員紹介） 

 

初めに出席報告です。本日は 11人の委員から出席報告がありましたが、現在 10人の出席と

なっており、三条市学校給食運営委員会規則第６条にある２分の１以上の出席をいただいてお

りますので、この会議は成立しています。直ちに議事に入ります。 

議題 (1) 平成29年度学校給食調理場給食費会計収入支出決算の認定についてであります。 

 決算資料については、事前配布させていただいておりましたので内容は御確認いただいてい

ると思います。決算の認定に当たり、会計監査報告を捧委員からお願いします。 

 

 平成 30年５月１日に八木委員、菊地委員の３人で平成 29年度三条市学校給食調理場給食

費の会計監査を行いました。 関係職員の説明を受け、収入支出の状況について関係諸帳

簿、預金通帳及び証憑類の確認を行いました。 その結果、数値は適正であり確実に執行され

ていたことを報告します。 

 

 ありがとうございました。 これより、御意見、御質問をお願いします。御発言の際には、所属と

お名前を申し出ください。 

 しばらくして発言がありませんので、「平成29年度学校給食調理場給食費会計収入支出決算
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小 林 会 長 

 

高 野 場 長 

 

小 林 会 長 

 

木 村 委 員 

 

 

 

高 野 場 長 

 

木 村 委 員 

  

高 野 場 長 

 

 

木 村 委 員 

 

高 野 場 長 

 

 

捧 委 員 

 

遠 藤 課 長 

 

 

 

髙 橋 委 員 

 

 

 

澤 口 一 般 

任 用 技 師 

 

髙 橋 委 員 

 

 

小 林 会 長 

 

 

【閉 会】 

高 野 場 長 

の認定について」は、原案のとおり承認することに御異議ございませんでしょうか。 御異議なけ

れば、拍手で御賛同をお願いします。 

 

＜拍手で承認＞ 

 

 議題 (2) その他について事務局の方で何かありますか。 

 

 事務局では、ありません。 

 

 そのほか皆様の方で何かありましたらお願いします。 

 

 今年度の方針として、地産地消の推進とある。具体的に今現在でどのくらいの割合で三条産

の食材を使用しているのか。また、今後の方針とより地元産の使用を拡大していくために具体

的な取組は考えているのか。 

 

 三条産食材の使用率ですが、平成 29年度で 47.6％となっております。 

 

 今後拡大していくための具体的な取組があれば教えてほしい。 

 

 三条市農林課やＪＡを通して、三条産の食材を提供してくれる農家を発掘し、より広げていき

たいと考えている。 

  

 使用率は年々上がっているのか。 

 

 生産者の高齢化もあるが、若い世代の農家も増えてきているので、積極的に三条産の食材を

作ってもらえるよう働きかけていきたい。 

 

 木村委員の質問は、年度ごとの具体的な使用率を示してほしかったのではないでしょうか。 

  

 直近の資料ではありませんが手持ちの資料では、平成 20年度の使用率 46.6％に対し、平成

26年度では 52.6％まで増加しています。平成 29年度では 47.6％なので多少の上下はあるも

のの、ほぼ横ばいの状況で推移していると考えています。 

 

 ２月の運営委員会で小麦粉アレルギーの児童生徒に対しての代替品はあるかという質問をし

たが、探している最中という答えだった。来月以降、麺の提供が始まるが、代替品は見つかった

のか。 

 

 小麦粉の入っていない麺が見つかったので、それを提供予定です。 

 

 

アレルギーのある児童生徒だけが違う主食、自宅から持参の代替品を食べるのはどうかと思

っていた。提供までに無事に見つかってよかった。ありがとうございました。 

 

しばらくして発言がありませんので、一連の議事を終了します。「平成 30年度第１回学校給

食運営委員会」の議長を退任させていただきます。皆様の御協力に心から感謝申し上げます。

それでは、事務局進行をお願いします。 

 

 小林会長ありがとうございました。これをもちまして「平成 30年度第１回学校給食運営委員会」

を閉会します。御多用の中お集りいただき、ありがとうございました。 

 


